
12．診療科ごとの研修医の数　　　　　　　　　　　　　　

基幹型病院名 担当分野
１～
４週

５～
８週

９～
１２週

１３～
１６週

１７～
２０週

２１～
２４週

２５～
２８週

２９～
３２週

３３～
３６週

３７～
４０週

４１～
４４週

４５～
４８週

４９～
５２週

岩手県立宮古病院 　内科 1 1 1 1 1 1
　外科 1
　小児科 1
　産婦人科 1
　救急部門 1
　麻酔科 1 1

岩手医科大学附属病院、岩手県立
中央病院、盛岡赤十字病院、岩手
県立胆沢病院、岩手県立磐井病
院、岩手県立久慈病院、岩手県立
二戸病院
岩手県立中部病院、岩手県立大船
渡病院、盛岡市立病院、名古屋大
学病院、三重大学医学部附属病

内科

岩手医科大学附属病院、岩手県立
中央病院、盛岡赤十字病院、岩手
県立胆沢病院、岩手県立磐井病
院、岩手県立久慈病院、岩手県立
二戸病院
岩手県立中部病院、岩手県立大船
渡病院、盛岡市立病院、名古屋大
学病院、三重大学医学部附属病

救急部門

岩手医科大学附属病院、岩手県立
中央病院、盛岡赤十字病院、岩手
県立胆沢病院、岩手県立磐井病
院、岩手県立久慈病院、岩手県立
二戸病院
岩手県立中部病院、岩手県立大船
渡病院、盛岡市立病院、名古屋大
学病院、三重大学医学部附属病

地域医療 1 1 1 1 1 1 1 1

（令和６年度分）
臨床研修病院の名称：岩手県立宮古病院

病院施設番号：030784

既に番号を取得している臨床研修病院については病院施設番号を記入してください。



岩手医科大学附属病院、岩手県立
中央病院、盛岡赤十字病院、岩手
県立胆沢病院、岩手県立磐井病
院、岩手県立久慈病院、岩手県立
二戸病院
岩手県立中部病院、岩手県立大船
渡病院、盛岡市立病院、名古屋大
学病院、三重大学医学部附属病

外科

岩手医科大学附属病院、岩手県立
中央病院、盛岡赤十字病院、岩手
県立胆沢病院、岩手県立磐井病
院、岩手県立久慈病院、岩手県立
二戸病院
岩手県立中部病院、岩手県立大船
渡病院、盛岡市立病院、名古屋大
学病院、三重大学医学部附属病

麻酔科

岩手医科大学附属病院、岩手県立
中央病院、盛岡赤十字病院、岩手
県立胆沢病院、岩手県立磐井病
院、岩手県立久慈病院、岩手県立
二戸病院
岩手県立中部病院、岩手県立大船
渡病院、盛岡市立病院、名古屋大
学病院、三重大学医学部附属病

小児科

岩手医科大学附属病院、岩手県立
中央病院、盛岡赤十字病院、岩手
県立胆沢病院、岩手県立磐井病
院、岩手県立久慈病院、岩手県立
二戸病院
岩手県立中部病院、岩手県立大船
渡病院、盛岡市立病院、名古屋大
学病院、三重大学医学部附属病

産婦人科

※　年次報告の場合は提出年度の前年度の実績分及び提出年度分の想定を別葉で作成し、研修プログラム変更・新設届出の場合は、届出年度の次年度分、次々年度分の想定を別葉で作成すること。
※　当該病院が上記の年度に受け入れた、又は受け入れる予定の研修医の数を、基幹型臨床研修病院別及び担当分野別に記入すること。当該病院が基幹型臨床研修病院であり、かつ協力型臨床研修病院とし
て研修医を受け入れている場合は、協力型臨床研修病院として受け入れている人数も含めて、全ての人数を記入すること。
※「基幹型臨床研修病院名」欄は、当該病院が基幹型臨床研修病院の場合は、当該病院を一番上に記入することとし、次に協力型臨床研修病院として受け入れている基幹型臨床研修病院名を記入すること。
※　基幹型臨床研修病院及び担当分野ごとに各４週ごとに受け入れる研修医の延人数（研修期間４週について１人とすること）を記入すること。
※　「担当分野」欄には、内科、救急部門、地域医療、外科、麻酔科、小児科、産婦人科及び精神科のみを記入し、選択科については記入しないこと。ただし、一般外来については、他科との並行研修ではなく、単
独で実施する場合に限り記入すること。また、当該病院が基幹型臨床研修病院であるとき、病院が定めた必修科目が上記以外にある場合には、その科目も含めて記入すること。



12．診療科ごとの研修医の数　　　　　　　　　　　　　　

基幹型病院名 担当分野
１～
４週

５～
８週

９～
１２週

１３～
１６週

１７～
２０週

２１～
２４週

２５～
２８週

２９～
３２週

３３～
３６週

３７～
４０週

４１～
４４週

４５～
４８週

４９～
５２週

岩手県立宮古病院 　内科 2 2 2 2 2 2
　外科 1 1
　小児科 1 1
　産婦人科 1 1
　救急部門 1 1
　麻酔科 1 1

岩手医科大学附属病院、岩手県立
中央病院、盛岡赤十字病院、岩手
県立胆沢病院、岩手県立磐井病
院、岩手県立久慈病院、岩手県立
二戸病院
岩手県立中部病院、岩手県立大船
渡病院、盛岡市立病院、名古屋大
学病院、三重大学医学部附属病

内科

岩手医科大学附属病院、岩手県立
中央病院、盛岡赤十字病院、岩手
県立胆沢病院、岩手県立磐井病
院、岩手県立久慈病院、岩手県立
二戸病院
岩手県立中部病院、岩手県立大船
渡病院、盛岡市立病院、名古屋大
学病院、三重大学医学部附属病

救急部門

岩手医科大学附属病院、岩手県立
中央病院、盛岡赤十字病院、岩手
県立胆沢病院、岩手県立磐井病
院、岩手県立久慈病院、岩手県立
二戸病院
岩手県立中部病院、岩手県立大船
渡病院、盛岡市立病院、名古屋大
学病院、三重大学医学部附属病

地域医療 1 1 2 2 1 2 2 2 2 1 2 1 1

既に番号を取得している臨床研修病院については病院施設番号を記入してください。

（令和７年度分）
臨床研修病院の名称：岩手県立宮古病院

病院施設番号：030784



岩手医科大学附属病院、岩手県立
中央病院、盛岡赤十字病院、岩手
県立胆沢病院、岩手県立磐井病
院、岩手県立久慈病院、岩手県立
二戸病院
岩手県立中部病院、岩手県立大船
渡病院、盛岡市立病院、名古屋大
学病院、三重大学医学部附属病

外科

岩手医科大学附属病院、岩手県立
中央病院、盛岡赤十字病院、岩手
県立胆沢病院、岩手県立磐井病
院、岩手県立久慈病院、岩手県立
二戸病院
岩手県立中部病院、岩手県立大船
渡病院、盛岡市立病院、名古屋大
学病院、三重大学医学部附属病

麻酔科

岩手医科大学附属病院、岩手県立
中央病院、盛岡赤十字病院、岩手
県立胆沢病院、岩手県立磐井病
院、岩手県立久慈病院、岩手県立
二戸病院
岩手県立中部病院、岩手県立大船
渡病院、盛岡市立病院、名古屋大
学病院、三重大学医学部附属病

小児科

岩手医科大学附属病院、岩手県立
中央病院、盛岡赤十字病院、岩手
県立胆沢病院、岩手県立磐井病
院、岩手県立久慈病院、岩手県立
二戸病院
岩手県立中部病院、岩手県立大船
渡病院、盛岡市立病院、名古屋大
学病院、三重大学医学部附属病

産婦人科

※　年次報告の場合は提出年度の前年度の実績分及び提出年度分の想定を別葉で作成し、研修プログラム変更・新設届出の場合は、届出年度の次年度分、次々年度分の想定を別葉で作成すること。
※　当該病院が上記の年度に受け入れた、又は受け入れる予定の研修医の数を、基幹型臨床研修病院別及び担当分野別に記入すること。当該病院が基幹型臨床研修病院であり、かつ協力型臨床研修病院とし
て研修医を受け入れている場合は、協力型臨床研修病院として受け入れている人数も含めて、全ての人数を記入すること。
※「基幹型臨床研修病院名」欄は、当該病院が基幹型臨床研修病院の場合は、当該病院を一番上に記入することとし、次に協力型臨床研修病院として受け入れている基幹型臨床研修病院名を記入すること。
※　基幹型臨床研修病院及び担当分野ごとに各４週ごとに受け入れる研修医の延人数（研修期間４週について１人とすること）を記入すること。
※　「担当分野」欄には、内科、救急部門、地域医療、外科、麻酔科、小児科、産婦人科及び精神科のみを記入し、選択科については記入しないこと。ただし、一般外来については、他科との並行研修ではなく、単
独で実施する場合に限り記入すること。また、当該病院が基幹型臨床研修病院であるとき、病院が定めた必修科目が上記以外にある場合には、その科目も含めて記入すること。


